
検査員の現場報告1

6

インバータが停止する原因が漏電!!
久慈事業所 東山　香

配線が振動により損傷し、充電部が露出して漏電
に至り、インバータが停止した事例をご紹介します。

〔状況〕
８月中旬頃、とある砕石工場の月次点検にお伺い
したときのことです。点検前にお客さまへ設備で気
になっていることがないかお聞きしたところ、「時々
モーター用のインバータにエラーによる警報が出
て、モーターが停止することがある」とのお申し出
がありました。

〔調査〕
直ちに不具合のインバータを確認し、原因を調査
することにしました。８月の暑い時期なので、イン
バータのフィルターが埃等で目詰まりして温度異常
で停止しているのではないか、と思いながら点検し
ました。外観点検ではフィルターに目詰まりもなく、
インバータファンは正常に動作していました。電圧
や電流も測定しましたが、異常の原因となるものは
発見できません。お客さまには再度停止したときに、
表示されたエラーコードを確認していただくようお
願いし、同様の症状がでるまで様子を見ていただく
こととしました。
１週間後、再度停止したとお客さまより連絡があ
り現地へ急行しました。お客さまから取扱説明書を
お借りし、確認していただいたエラーコードを調べ
ると「地絡トリップ」によるものでした。停止した
原因は漏電と判明しました。
直ちにモーター付近の外観点検を実施しました。
すると配線の被覆が損傷し、充電部が露出している
箇所を発見しました。「漏電の原因はこれだ!!」と思
わず大きな声を出してしまいました。

〔原因〕
配線が振動により金属ケースと擦れ、配線被覆が
損傷して充電部が露出し、金属ケースに触れること
により漏電に至ったものと推測されます。今回は、
振動により配線が金属ケースに接触したときにだけ
漏電するという事象でした。

〔復旧〕
配線が損傷して充電部が露出している箇所をビ
ニールテープで絶縁処理し、配線が金属ケースと触
れないように再固定し復旧しました。

〔お客さまの声〕
「まさかインバータが停止する原因が漏電とは思
いもよらなかった。原因が判明したので、これで安
心することができた。早急な対応をしていただきあ
りがとうございました」と感謝の言葉をいただきま
した。

〔まとめ〕
今回の事例は、振動により配線が金属ケースに擦
れたことによる漏電でした。点検の際は、配線が適
切に固定されているか確認することの必要性を再認
識することができました。
また、漏電により停止するインバータがあること
も認識することができました。

インバータ

被覆損傷




